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：外装ルーバー

：什器・家具

：内装仕上材

data 杉材使用箇所

建築面積　170.25㎡
延床面積　289.88㎡
店舗面積　物販：167.79 ㎡　飲食：122.09㎡
最高高さ　8.7ｍ

所在地　東京都渋谷区代々木 2-2-1
主要用途　物販店舗・飲食店舗
構造規模　鉄骨造・地上２階
敷地面積 24,920.8 ㎡（新宿サザンテラス全体）
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壁面緑化

飲食店舗

物販店舗
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建物の壁面緑化を望む

プライバシーに配慮し足元の視線カット

外部から店内・商品への視線を
通すためルーバーの奥行を薄くする

開店時間に合わせ直射光の
当たらない位置に什器を設置
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ルーバーの奥行で足元の覗きこみを防ぐ

内外の視線を通し太陽光による劣化を防ぐ

隣接する建物の壁面緑化を借景として利用
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65 分程度※

10:00 (開店時間 )

※開店前に直射光の差し込む時間

11:00

時間ごとの日射の検証

外部からの視線性の検証



　池上駅は約 100 年前に池上本門寺への参拝客の輸送を目的に開業した。構内踏切は橋上駅舎化で解消し、南口や自由通
路の新設でまちの分断解消を実施した。駅舎デザインは地域特性にあった「門前町」をイメージし、多摩産材の積極的な
活用により木の温かみを感じられる空間を演出した。地元の方にも愛された旧駅舎の古材「えきもく」を活用した地域連
携を積極的に仕掛け、ベンチ制作のワークショップやホームベンチの自作キット配布を行うとともに、行政施設や駅ビル
の共用部、テナント内でも姿を変えて活用している。

０４
奨励賞

東急池上線池上駅
受賞者
施　主
設計者
施工者

東急電鉄株式会社
株式会社東急設計コンサルタント
東急建設株式会社

えきもくを使用したベンチ製作のワークショップ

みんなのえきもくプロジェクト

図面1/1400

　旧木造駅舎の解体工事で発生する廃材処理時のCO2 削減
に向け、工事で発生した「えきもく（旧駅舎の古材）」を
再活用する取組みを実施した。「えきもく」にてベンチ制
作のワークショップ実施やホームベンチの自作キット配布
も実施し、地域行政施設や駅ビルの共用部やテナント内で
も姿を変えて活用している。

壁・天井に木を使用しヒューマンスケールで温かみのあるホーム

ホームからコンコースまで連続する木質空間

庇の軒裏の木と木ルーバーが木の温かみ強調する池上仲見世

温かみのある灯りを配し行燈照明がまちを照らす外観

えきもくで旧駅舎のベンチを復元したコンコースのメモリアルコーナー

えきもくを使用したテナント（池上図書館）内の内装

木ルーバーを配し視線を制御したコンコースのトイレ

木ルーバーに囲まれ、まちの居間として機能する窓辺のベンチ

受賞概要・講評

　大田区に所在する東急池上線池上駅の駅舎改良工事。多摩産材
のスギでホーム壁・天井を覆い、池上線の特徴である木造駅舎の
記憶を継承している。また上階の商業エリアにも木材を活用し、
駅と一続きの空間となるようデザインしている。
　本作品については「駅全体でデザインに統一性があり、心地よ
い空間となっている点」「木の板張りによる印象変化は、他の駅舎
でも導入しやすい点」等が評価された。
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床： 
磁器質タイル FIANDRE t=8(アークテック) 
モルタル t=20 
シンダーコンクリート 
ポリスチレンフォーム t=50 

▼GL±0=F.L±0 (EL+95.5m)
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棟換気ガラリ：リッヂベンツ
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土間コンクリート t=150 
ポリエチレンフィルム 
砕石 t=60　

外壁： 
杉下見板張り　W=120  t=15 
外部用OS塗装 
縦胴縁　t=45 
透湿防水シート 
ダイライトMS t=12

梁： 
米松 不燃加工の上、不燃塗装仕上

天井： 
杉縁甲板 (不燃木)　t=12  不燃塗装  
構造用合板 t=12

壁： 
PB t=9.5の上、左官仕上げ 
PB t=12.5 
木下地 t=50　

壁： 
PB t=9.5の上、左官仕上げ 
PB t=12.5 
木下地 t=50 
構造用合板 t=12　
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屋根： 
溶融亜鉛めっきステンレス鋼板 t=0.4 縦はぜ葺き 
ゴムアスファルトルーフィング 
耐水合板 t=9 
構造用合板 t=12 
高性能グラスウール24K  t=150
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軒裏：縁甲板 外部用OS塗装 t=15

柱： 
St φ100 SOP塗装

▼最高高さ5276mm(FL+5,206)

▼最高軒高4998mm 27
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PB t=9.5 の上、左官仕上げ 
PB t=12.5 
木下地 t=15

地盤改良： 

スラリー系機械撹拌式 

深層混合処理工法
600

壁： 
木毛セメント板 t=15柱： 

St φ75 SOP塗装
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芝生広場
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客席

厨房

カフェ・レストラン_断面図　S=1/50

棟部分詳細図 S=1/15
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● 構造的な工夫について

③ 高低差のある土地の特徴を生かし、過度な造成を避けるため布基礎を採用している。

② 大スパンを可能にするため、棟木には鉄骨材(25×400mm)を用いている。 

① 木造の切妻屋根の形をそのまま内部空間としている。

　 このとき、屋根を支持する垂木を露出することで、天井を省略するとともに、空間にリズムを与えている。 

(物販棟－最大10,920mm、カフェ棟－最大7,280mm、ラウンジ棟－最大7,735mm、ラボ棟－最大10,920mm)

⑤ 建物高さに対して軒の出のプロポーションを維持するため、通常の木造住宅よりも軒の出を大きくしている。 
深い庇は、雨よけだけでなく、人々が軒下でも溜まれるように考えている。

④ カフェ棟北側の窓は、室内を全面開口とするため耐力壁は外部の妻面に配置している。 
客席の端から端まで、芝生広場を一望できるように考えている。



©parkERs from park corporation

スギやヒノキの丸太スツール サワラの枝が作る
有機的な曲線のパーテーション

床一面に敷かれたスギやヒノキ、サワラのウッドチップ
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